
2025 年度事業報告 

 

《方針》 

当館は、地域の美術と文化を発掘し、振興を図るとともに、画家加納莞蕾の平和思想を広く広

める活動を行う。 

 

目的 

美術館を運営し、美術工芸品の展示公開、調査研究等を行い、 

合わせて芸術鑑賞の意識を高め、地域に根ざした芸術文化の発展に寄与すること 

を目的とする｡  

 

事業内容 

（１）美術館の管理運営  

（２）美術館資料の公開、保管、展示  

（３）美術館資料に関する調査研究、講演会、研究会等の開催 

（４）芸術鑑賞の意識を高め、「画家加納莞蕾の目指した恒久平和へ向けての思い」を 

ベースに地域芸術文化の発展に寄与するための事業  

（５）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 

Ⅰ 独自事業 

1. 加納莞蕾とエルピディオ・キリノの思想・業績を広く世に伝え、また、次世代へとつなぐ。 

① 加納莞蕾と外国の要人や機関との往復書簡を安来市の文化財として指定する 

ことに向けた活動   

→ 7/24 安来市指定有形文化財に指定された。 

      指定記念事業として、3/8 講談師・玉田玉秀斎さんの公演、広島市立大学永井

均教授の講演会を市教委と共催し、約 100 人が参加した。 

② ユネスコ「世界の記憶」登録再申請のため発信に努めるとともに、下記の各機関 

の協力を得るなどして、機運を醸成する。 

島根県、安来市、安来市教育委員会等の関係部局 

島根大学ほか、大学などの学術機関（研究活動） 

平和に対する活動をしている諸団体 

フィリピン国内の関係諸団体 

→ ①の安来市有形文化財の指定を受けたことにより、次のステップへ向けた活動 

に入る。 

③ 学校（児童・生徒）、交流センター、また地域内外の各種団体への講演活動 

   → 講演の依頼を受けて、市内及び市外（県外）の学校、各種団体への講演を 

     21 回行った。  （別紙 1） 

④ バーチャル展示により、加納莞蕾の思想・業績について、オンラインで公開を目指 

す。 → 引き続き企画を進める。 



2. 美術品の修復及び購入 

①加納莞蕾（辰夫）の作品について   

→ 「紫陽花」１点の修復（市備品）が市負担で行われた。 

  作品購入は 2025 年度は行わなかった。 

3.「加納莞蕾平和国際交流基金」の運用  → （別紙 2） 

4. 加納美術館での企画展を実施した。 

 企画：三つのキーワードをもとに立案し企画展を行った。  （別紙 3 と 4） 

① 平  和   ②地域性と地元出身作家   ③収蔵品活用  

② 入館者は、9,155 人、入館収入は 6,081 千円 だった。（別紙 5 と 6） 

 

Ⅱ 委託 事業（指定管理 2023～27年度） 

1. 安来市加納美術館の運営全般（安来市より委託） 

 ・市条例に基づき管理・運営。 

 ・収蔵品を活用した展覧会開催。 

 ・施設・設備の管理    

→ 2026 年 1/6 に発生した地震により、玄関（館内側内側ドアも含む）の通用口扉

が下がり、開きにくくなっていたが、市の負担で修繕された。 

        また、D 展示室の展示ケース内の天井部分に不具合が発生し、市の負担で 

        修繕された。 

        館内の展示室内、廊下の壁のクロスに罅割れ、剥がれ、館外の壁に罅割れ等 

        があり市へ報告しているが、まだ修繕には至っていない。 

        館の公民館側の窓に日よけ用のサンシェードを設置しているが、強風により 

破損し、市で修繕した。 

（Ⅰ・Ⅱの共通項目） 

① 資料の収集・保存について 

作品修復を適宜行う  → 2025 年度は「紫陽花」修復。 

寄託・寄贈作品の受け入れを行う  → 預かり品のみ 

デジタル台帳（データベース）を完成させ、活用する   

  → データベースは引き続き入力中。 

② 調査研究について 

デジタルデータベースを活用する 

  → 加納辰夫文書のデジタルデータベース化を開始した。 

他機関（博物館、美術館等）と相互協力 

   → 2026 年度展示のため、笠岡市立竹喬美術館、河井寬次郎記念館等と協議を

始めた。 

③ 展示について 

常設展  加納莞蕾展 通年展示する 

  → 文化財指定を受け、10 月～4 月初まで加納辰夫文書の実物の展示を行った。 

収蔵品展 随時もしくは企画展に合わせる 

  → 備前焼のうち、細工物を特集しての展示をした。 



④ 教育普及：下記を適宜実施する    

対話型鑑賞会「アート de トーク」 

  → 各企画展ごとに開催した。加納美術館ならではの教育活動として定着した。 

講演会 

  → 各企画展ごとに開催した。 

    戦後８０年をキーワードに莞蕾の活動について学ぶ連続講座（莞蕾講座）を４回 

開催した。（のべ 108 人参加） 

ワークショップ   → 広瀬絣の着付け体験 

名碗を愉しむ会、喫茶去 → （別紙 7）   

アウトリーチ（出前授業・出前展示） → 別紙 1 

バーチャルミュージアムの構築を検討する。 

  → 具体的な検討には及ばなかった。 

データベースを活用した音声ガイドを実用化する。 

  → 安来高校の協力を得るところまでは話を進めたが、具体化は持ち越し。 

市内中学校の生徒に向けた「平和学習」や、入館のお客様への説明を行った。 

（別紙 8 と 9） 

⑤ 地域連携 

市内各施設や、文化協会、しまねミュージアム協議会などアソシエーションと強く連 

携する 

  → それぞれの会議などに参加した。 

⑤  観光振興 

市や県の観光協会や各部局との協力と連携する。 

観光のための商材として位置づける。 

  → 情報提供を行った。 

多言語対応は AI を活用することを試した。（パネル他） 

⑥  福祉 

障がい者対応などにつとめる。  

  → 車いすの修繕をして、2 台使用可能とした。 

⑦  広報 

紙媒体：ポスター、チラシ、市広報誌「どげなかね」、「美術館つうしん」、新聞広告 

  → 美術館つうしんは、企画展ごとに発行した。（4 回） 

リーフレット 外国語版（英語・フランス語）の制作 → 具体化には至らなかった。 

放送媒体：テレビ・ラジオ CМ 行政告知         企画展や行事ごと行っている 

インターネット：公式ウェブサイト、各種 SNS    →  また、新聞にちらしの折込みを 

パブリシティの活用 プレスリリース             行った。（市内全域） 

⑨接遇 

親しみやすく親切な接遇をひきつづき心がける 

おもてなしのお抹茶サービスを実行する。  

→ 抹茶の価格高騰などの事情により、番茶でのおもてなしに切替えて実施。 

併設レストラン「やまさや」と協力。 



感染症の予防については、引き続き十分に配慮した。 

  

 

Ⅲ 運営全般 

1. 人材の確保 

① 次世代の学芸員の確保   

→ 2027 年度には 2 人の学芸員補が、学芸員資格を取得できるように準備を開 

   始した。 

② ボランティア、サポーターなどの制度の確立 

      → 在布部の理事を中心にボランティアを依頼 

         サポーター制度については、具体化には至らなかった。 

２. 事業資金の確保 

① 各種ファンドの調査と申請に力を入れる   

→ 適用されるファンドが見つからなかった。 

 

  3．職員 

理 事 長 加納二郎（学芸員）、常務理事 加納佳世子（名誉館長、学芸員） 

常務理事 千葉 潮（館長、学芸員） 

職  員  小藤喜美江、横山あかね（以上２名 学芸員補）、甲斐紗友美 

安部美幸 

             神 英雄（参与、学芸員） 






















